
シルクロード地帯のロマンと現実

ー河西回廊に見る砂漠化の歴史ー

中尾正義（地球研→人間文化研究機構）





月の砂漠を　はるばると　
旅の駱駝がゆきました　金
と銀との鞍置いて　二つな

らんでゆきました

金の鞍には銀の瓶　銀の
鞍には金の瓶　二つの瓶は
　それぞれに　紐で結んで
ありました

さきの鞍には王子様　あと
の鞍にはお姫様　乗った
二人は　おそろいの　白い
上着を着てました
曠い砂漠をひとすじに　二人
はどこへゆくのでしょう　朧に
けぶる月の夜を　対の駱駝は
とぼとぼと　砂丘を越えて行き
ました　黙って　越えて行きま
した









「漢の武帝の天漢2年秋9月、騎都尉･李陵は
歩卒5000を率い、辺塞遮虜障を発して北へ
向かった」

（中略）

「李陵は西張掖に戻って部下の兵を勒すると
すぐ北へ向けて進発した。当時居延にたむろ
していた疆弩都尉路博徳が詔を受けて、陵
の軍を迎えに出る。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　「李陵」中島敦著
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１９７８ １９９８



２０世紀は石油の世紀

２１世紀は水の世紀→水危機



• 世界人口の約40%が水不足状態の地域に生活
• 2025年には世界人口の48%が水不足の状態
• 世界人口の約1/5が安全な水へのアクセスが無い
• 水関連の病気で子供が8秒に1人ずつ死亡
• 絶滅の危険がある淡水生物種は20-35%
• 世界の取水量の20%を占める地下水が枯渇してき
ている

• 開発途上国の多くの都市では、水販売業者に頼っ
ている

• 信頼できる水の供給がないことが女性の大きな負
担となっている

• 世界の282の国際河川は紛争の火種となるかも



水利用量の水資源量に対する割合
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　水資源変動負荷に対する

オアシス地域の適応カ評価と

その歴史的変遷
（略称：オアシスプロジェクト）
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黒河流域の全体図





【9】有人宇宙船：
中国が「神舟５号」打ち上げに

成功　
2003.10.15 　【北京・成沢健
一】新華社電によると、中国は
１５日午前９時（日本時間同１
０時）、国内初の有人宇宙船
「神舟（しんしゅう）５号」を中国
西部の内モンゴル自治区内に
ある酒泉衛星発射センターか
ら打ち上げ、周回軌道に乗せ

ることに成功した。



Shell　貝殻

1 km

Gravel bar

昔の湖岸線



黒城（カラホト)

全灌漑地面積 600 km2

灌漑による耕地



温暖 寒冷

西夏から元に
かける寒冷化

最近の温暖化



Yuan, 元

Qing, 清

額済納

黒城

13C以前には堆積がない



Yuan, 元

Qing, 清

額済納

黒城

原因は

砂山の移動による河川の堰き止め

(元軍)明軍による戦術的堰き止め

13C以前には堆積がない

西夏の滅亡：1227年

明軍による黒城降
伏」：1372年



西夏・元の耕地跡



張掖県方史（清代）

春や夏に中流地域で黒河の水を使って灌漑する時
期になると、この河の水は無くなってしまいます。私
たちの飲料水は、干上がった河床に僅かに残る水
や河岸をえぐり取ってしみ出させた水だけです。
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Hongsuihe (洪水河）：

　　　　　　Xidong (西洞) and the Dongdong (東洞)

灌漑用地下水路は 14世紀、18世紀および
20世紀に繰り返し使われた

灌漑用地下水路建設の成功によって農業収
穫量は増加した。が、同時にそれは下流域
のさらなる水不足につながった
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消えつつある古居延沢



回復したソゴノール
この水はどこから来たのか

結果的には地下水の揚水でまかなわれている



• 温暖化は氷河の融解を促進し、山岳地からの水の供給量
はやや増加傾向にある。

• したがって、黒河下流域の水が涸れつつある原因は、自
然変動というよりは、中流域の農業開発にある

• 水環境回復のための「生態移民」は、新たな水需要を生
み出し、地下水資源の食い潰しにつながっている

• 「近代的水路」による「効率的水利用」は地下水の涵養量
を減らす効果があり、地下水資源の枯渇に一役買ってい
る

• 下流域の植林は失敗（植林で水は豊かになる？）
• 復元された湖は、地下水の消費によって維持されている。
さらに、貴重な水を大気へと蒸発させて消失させているに
すぎない



水不足 森林の保全

生態移民

植林

水利用の規制 節水水路

新たな水需要

地下水枯渇

大気への蒸発促進

湖の復元「これまではたいてい、自然を支配するとい
う発想で対策が講じられてきましたが、そ
れではむしろ悪循環を生むだけです」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地球研ホームページより）



ご清聴ありがと
うございました


